
 

  

非歯原性歯痛について 
歯には異常が無いにもかかわらず、歯痛と感じられる「非歯原性歯痛」の原因疾患は多数あります 
 
咀嚼筋の筋・筋膜痛・・・奥歯の持続性の鈍痛…漠然とした軽度～中程度の痛みで患歯を明示できない 
            咀嚼筋に圧痛・筋の圧迫で歯痛が再現 
 
三叉神経痛・・・歯の瞬間的な激痛…50 歳以上に多い・秒単位の電撃用疼痛・三叉神経 2.3 枝 

（発作性神経障害性疼痛の一つ） トリガーゾーンがある・洗顔に支障 
 

帯状疱疹・・・一日中歯が痛み眠れない…数日前からの急性発症・臼歯部に間断なく続く神経痛様激痛 
（持続性神経障害性疼痛の一つ）   痛みで不眠（発熱・顎下リンパ節の腫脹）水泡・びらん 
 

群発頭痛・・・上顎最後方臼歯の激痛発作…1/1,000 人・目の奥に発作性の激痛 15～180 分持続 
 （一次性頭痛）   発作は毎日・患者の 34％が歯科を受診し 16％が抜歯を受けている 
 
急性上顎洞炎・・・上顎の奥歯の自発痛…冬に多い・打診痛・上顎洞前壁の圧痛・風邪をひいている 
                   患側の鼻づまり 
 
狭心症・・・両側下顎臼歯部の発作性の痛み…86％は両側性・漠然とした鈍痛・軽度から中程度の痛み 
                     発作は 10 分程度・運動と相関あり 
 
その他に口腔灼熱痛症候群や持続性突発性歯痛等があります。 
歯科治療で治らない方は原因が歯ではないかもしれません。神経の処置や抜歯される前に口腔外科や耳
鼻咽喉科・脳神経外科・皮膚科等を含めたセカンドオピニオンを受けることをお勧めします。 

世界中のどの歯医者に行くよりも、この歯医者に来て良かった！！」と思ってもらえる歯科医院めざして！ 
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